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ホワイトマン　パワートロウェル
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取扱説明書
三笠製品をお買い上げいただきありがとうございます。
ご使用前に本書をよくお読みになり、正しく安全にお使いください。
お読みになった後は、いつでも見られる所に保管してご利用ください。
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この取扱説明書は、 J36H55 型ホワイトマンパワートロウェルの正しい取扱方法、 簡単な点検

   及び手入れについて記載してあります。 本機の優れた性能を生かし、 お仕事の能率を上げ 

   効果的な作業を進めるために、 をお読みください。

お読みになった後も し、 分からない事があった時には取り出してお読みくだ

　 さい。

●エンジンの取扱に関しましては、 別途エンジン取扱説明書を参照してください。

●補修部品、 パーツリスト、 サービスマニュアル及びに関しましては販売店、 当社各営業所、

　 もしくは三笠部品サービスセンターにお問い合わせください。 パーツリストは当社ホームペー

　 ジ (http://www.mikasas.com/) でも公開しております。 是非ご利用ください。

 

パワートロウェルは、ブレードが回転することにより、コンクリート打設後
のまだ完全にかたまっていない硬化途中のコンクリートにおいて、水平な床
表面の凸凹をならし緻密なコンクリート表面に仕上げることを目的として使
用します。

硬化途中のコンクリート床面の仕上げ以外に使用してはいけません。
作業時に本機のハンドルから手を離すと、エンジンの回転が低速になる迄、
ブレードの回転軸を中心にハンドルが回転し、重大な事故となる恐れがあり
ます。常に、本機操作者以外の人が、ハンドルの回転範囲内にいない事を確
認しながら操作してください。また、操作者によるハンドルの微妙な操作で、
本機が前後左右に動きますので、操作者以外の作業者は本機に近づいてはい
けません。
作業時は、ブレードが露出したまま回転していますので、大変危険です。
磨耗したブレードは、ナイフの様に鋭利な刃先となっております。ブレード
に触れる場合は十分に注意してください。

エンジンの出力軸は、クラッチを介し、ウォーム減速機の入力軸とベルトで
繋がっています。ウォーム減速機の入力軸に伝わった回転力は、ウォームギ
ヤで回転数と回転軸方向を変えながら、ブレード軸を回転させます。
ブレード軸に固定されたブレードベースには、ブレードアームとブレードが
取り付けられています。ブレードの回転数は、エンジンの調速レバーで調整
します。
ブレードは、昇降用シフターハンドルを回すことで、スライドアーム及びス
ライドプーリーを介して、ブレードの傾きを変えることが出来ます。

エンジンを固定したベースの下部に、ウォーム減速機が取り付けられていま
す。エンジンの出力軸をウォーム減速機の入力軸は、クラッチを介し、ベル
トで繋がれています。ウォーム減速機の出力軸には、ブレードベースが固定
されており、４本のブレードアームと４枚のブレードが取り付けられていま
す。
ベースに取り付けられたハンドルの操作部には操作者用のエンジン調速レ
バー及びブレード角度調整用の回転するシフターハンドルがとり付けられて
います。エンジン停止スイッチは、搭載エンジンに付属しています。
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・ 過労や病気などで体調が悪い時。

　 ・ 薬物を服用している時。

　 ・ 飲酒をした時。

　　誤った操作や点検 ・ 整備は、 機械の損傷や人身事故

　　の原因となります。 使用前に取扱説明書をよく読み、 充

 　 分に理解してから安全に作業してください。 機械を人に

    貸す時は、 必ずこの取扱説明書を添付してください。

 　 エンジンの取扱いは、 別紙エンジン取扱説明書を参照

　　してください。

　　安全操作に必要な指示や警告を守らないと、 重大な人

　　身事故を引き起こす場合があります。

　　取扱説明書及び機械に貼られた表示ラベルに記載され

　　ている指示や警告をよく読み、 順守して下さい。 取扱　

　　説明書や表示ラベルを紛失したり、 汚損等で読めなく　

　　なった場合は、 直ちに当社に注文して下さい。

作業をする際は、 作業に合った服装を着用のうえ、 作

　　業に適した安全防護具 ( ヘルメット ・ 保護メガネ ・ 防振

　　手袋 ・ 安全靴 ・ 防塵マスク等 ) を着用して下さい。

　　騒音の大きい作業では、 耳栓 ・ イヤーマフラー等の防

　　音保護具を着用して下さい。

　　作業現場内に子供や一般者が立ち入り本機に触れな

　　いらないようにしてください。 （例 ： 作業現場の入口や

　　区域内に 「立入禁止」 の処置をしてください。）



機械を始動したり作業するときは周囲の人や障害物に対

　 して安全であることを確認してください。

　 作業を行うスラブ上には補強用鉄筋などが突出していま

　 す。 ガードリングより低い突出物などに回転しているブ

　 レードが直接当たると故障や事故などの原因となり危険

　 です。

　 エンジンの排気ガスは、 人体に有害な一酸化炭素等の

　 成分を含んでいます。 屋内、 トンネル等換気の悪い場

　 所では、 エンジンを運転してはいけません。 また、 運　 

　 転中は運転者は勿論、 まわりの人や動物に対しても充　 

　 分排気ガスには注意してください。

　 また、 排気口を建物や設備から 1 メートル以上離して使

　 用してください。

　 使用前に、 カバー類など、 安全のための部品やレバー

　 スイッチなどコントロール関係部品等各部の機能点検、　

　 燃料やエンジンオイルなど機体各部の点検を行い、 ボ

　 ルトやネジ類の緩みや異常個所が無いか確認してくださ　 

い。

させ、 エンジ

   ンがよく冷えてから入れてください。 

●燃料を補給する時は、 周囲に可燃物の無い場所を選　 

　 び、 こぼさないように注意します。 もしこぼれたら良く拭

　 き取ってください。

●燃料補給中は、 絶対に火気を近付けてはいけません。

　 ( 特にタバコは吸わない )

●燃料は規定量を守ってください。 口元一杯まで入れ過

　 ぎると、 こぼれる可能性があり危険です。

●給油が終わったら燃料タンクキャップはしっかり締めてく

　 ださい。 燃料タンクキャップが緩んでいると、 燃料がこ

 　ぼれ、 火災の原因になります。

●燃料が皮膚や衣類に付着した場合は、 直ちに石鹸と水 

　 でよく洗い、 衣類は引火の危険性があるので着替えて　

　 ください。

●燃料を飲み込んだり、 目に入った場合は、 直ちに医師

　 の診断を受けてください。
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　 ガードリングの中へ絶対に足などを入れないでください。
　 取扱い知識の不十分な場合や慣れない場合は、 熟練
　 者の指導を受け補助を付けて行ってください。
　 常に足場に注意し、 機械のバランスが保てる安定した姿
　 勢で作業してください。

 　本機から手を離すと、 クラッチが完全に切れていないと
　 ハンドル部が回転し危険です。 機械から離れる場合や、
　 機械を移動する場合は、 必ずエンジンを停止してくださ
　 い。

（ブレード、 ベルトなど） に触れると です。
　 また、 に不用意に触れると です。
●傾斜面で使用すると、 コントロールが難しくなりますので、
　 十分に注意してください。 また、 過度の急斜面でのご
　 使用は危険なばかりでなくエンジン焼き付きの原因になり
　 ますので行わないでください。

　 機械の周囲に危険物 ( 油脂類、 セルロイド、 火薬等 )　 
　 や燃えやすい物 ( 紙、 木屑等の可燃物 ) を置かないで　 
下さい。 引火のおそれがある火気は消してください。

 　運転中や停止直後のエンジン本体 ・ マフラーは高温に 
　 なっています。 熱い時は絶対に触れず、 火傷をしない
　 ように注意してください。

　 運転中に機械の調子が悪くなったり、 異常に気付いた　
　 場合は直ちに作業を中止し、 点検、 修理をして下さい。

 　機械から離れる場合、 機械を移動させる場合は、 必ず  
　 エンジンを停止させてください。

●運搬する時はエンジンを停止させる。
●運搬する時は燃料タンクのキャップやエンジンオイルの　  
　 プラグが外れないようにしっかり締め、 燃料コックを閉じ
　 て下さい。 また、 必ず燃料を抜いてください。
●機械が動いたり、 倒れたりしないようしっかり固定してくだ
　 さい。 ( ）

 　点検・整備を行う前に、 取扱説明書又はサービスマニュ 
　 アルをよく読み、 整備方法を充分に理解し安全に注意　 
　 して点検 ・ 整備を行ってください。
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　 メーカー指示による定期点検 ・ 整備を行い、 各部の保
　 守を行って下さい。 守らないと整備不良による事故や機
　 械損傷の原因となります。

   ブレード交換 ・ 点検 ・ 整備は必ずエンジンを止めて行
　 います。

 　エンジンの廃油は不用意に捨てないで下さい。 環境を  
　 破壊します。 廃棄する場合は、 所定の法律に従い処理
　 を行って下さい。

　 火災防止のため、 部品等の洗浄には不燃性の洗浄油
 　を使用して下さい。 ガソリン等の有機物は引火しやすく　
　　危険です。

   屋内や換気が悪い場所では、 ガス中毒の危険性があり
　 ます。 特にエンジンの排気ガスや、 燃料、 洗浄油、　　
　 塗料等を使用する場合は換気を充分に行って下さい。
　 排気ガス中毒により死亡事故を招く場合があります。
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operator’s manual
before using this
machine.

Ask for training
as needed.

This machine to
be operated by
qualified
personnel only.

P/N 35137

WARNING

MODEL

SERIAL NO.

WARNING

ROTATING BLADE
HAZARD

Keep hands
and feet clear
of guard rings.
Stop engine
before servicing.

P/N 35168

BOISE, IDAHO USA
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XXXXXXX

QUICK - PITCH™HANDLE
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FINISH J COMBO

PRELOAD TRIM INDICATOR
FINISH B COMBO

DO NOT OPERATE HANDLE UNTIL IT IS
SECURELY FASTENED TO POWER TROWEL
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WARNING!

WARNING 

KEEP HANDS 
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　 運転前に必ず取扱説明書を
　 よく読み、 操作内容を充分
 　理解して下さい。

　 回転中のクラッチやプーリー、
　 V ベルトには絶対に手を触れ
   ないでください。 ベルトカバー
   を外しての運転はお止め下さい。

　    エンジン始動時は、スロットル （調速） レバーを必ずスロー （低速） の位置にしてください。

（ブレード、 ベルトなど） に触れると です。 また、 に不用意に触
      れると危険です。

　    排気ガスを吸うと一酸化炭素中毒等を引き起こす危険性があります。 換気の悪い場所で
      は運転しないでください。

      マフラー及びその周辺に触れないでください。

      給油時は必ずエンジンを停止させて下さい。 給油口に火気を近づけると火災の危険があ
      ります。

      移動や運搬および整備する前にエンジンを停止してください。

  騒音の大きい作業では、 耳栓 ・ イヤーマフ

　ラー等の防音保護具を着用して下さい。

　作業をする際は、 作業に合った服装を着用

　のうえ、作業に適した安全防護具 ( ヘルメット・

　保護メガネ ・ 防振手袋 ・ 安全靴 ・ 防塵マス

　ク等 ) を着用して下さい。

WARNING

ROTATING BLADE
HAZARD

Keep hands
and feet clear
of guard rings.
Stop engine
before servicing.

P/N 35168

　ガードリングの中へ絶対に足などを入れない
　でください。
　取扱い知識の不十分な場合や慣れない場合
　は、 熟練者の指導を受け補助を付けて行っ
　てください。
　常に足場に注意し、 機械のバランスが保て
　る安定した姿勢で作業してください。

　本機から手を離すと、 クラッチが完全に切れ
　るまでハンドル部が回転し危険です。 機械
　から離れる場合や、 機械を移動する場合は、
　必ずエンジンを停止してください。

　パワートロウェルを を取

　り付けたまま、 持ち上げないでください。



5. 外観図 
5.1 外観寸法図 (mm) 

A
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6. 仕様 
6.1 本体

6.2 エンジン

型   式   
  ブレードの種類 

×枚数   

機体の寸法 

LxWxH(mm)  
作業径 (mm)   
( ブレード回転径 )   

ブレード回転数   

（毎分）   
エンジン   質    量   

(kg)   
ハンドル   

ホンダ 
GX160 

  
JA コンボ×４ 1,880×950×1,067

  

60～115 93 QP

  

最大出力

kW/m
-1

(PS/R.P.M.) 種　類 タンク容量

空冷 4 サイクル 4.0/3600 自動車用

ガソリンエンジン (5.4/3600) 無鉛ガソリン

点火プラグ 乾燥質量

GX160UT 3.1L 0.6L BPR6ES 15kg

モデル 型   式
燃　　料

潤滑油量

7. ハンドルの組付け及び調整
本機は通常では、本体とハンドルが別梱包で出荷
されます。ご使用になる前に、下記手順によりハン
ドルの組付け及び調整を行ってください。

組立前及び試運転前に、必ず本
書を読んでください。特にクィ
ックピッチハンドルのコントロ
ールケーブルの組立作業は注意
して行ってください。バネが内
蔵されており、危険です。

1. ギアボックスにハンドルチューブを取付けてくだ
   さい。（図7.1.1）

7.1. メインハンドル（チューブ）の組付け

ハンドルを本体のギヤケースに図7.1.1の様に取り
付けてください。

3/8"
3/8"

図 7.1.1

J36H55-QP 876

2

31

4



7.2 アジャストハンドルの組付け

メインハンドル（チューブ）にアジャストハンドル

　 を取付けてください。（図７.2.1）

 　ハンドホイールと六角ボルトを使用し、しっかりと

　　しっかりと固定してください。

①　クイックピッチハンドル

②　六角ボルト (3/8 - 16 x 5)

③　フルピッチ位置

④　ノーピッチ位置

⑤　アジャストハンドル
                  取付位置

⑥　ハンドホイール

NO
PITCH

FULL
PITCH

1

2 3

65

4

ハンドホイールとボルト
の取付けは、アジャスト
ハンドルが操作しやす
い望ましい高さの位置
でしっかりと締め付けて
ください。

7.3 

   メインハンドル（チューブ）下部の長穴から出て

   いるコントロールケーブルをギヤケース下部の

   ヨークアームに図7.3.1の様に取付け、ダブルナ

   ットで固定してください。

7.４. 

セーフティスイッチにリード線（赤黒）とアース線（

赤）が接続されています。

セーフティスイッチのリード線（赤黒）をエンジン側

のリード線（黒）に接続してください。セーフティスイ

ッチのアース線（赤）をエンジンのブロアハウジン

グに固定してください。(接続後、クランプで適当な

場所に固定してください。)

コントロールケーブルは、たるみが無い程度に張

ってください。たるんでいますと、ブレードの上が

り角度が少なくなります。

クィックピッチハンドルを一番

前に倒した状態（ノーピッチ位

置）でコントロールケーブルを

セットしてください。

前に倒すと戻り方向にバネの力

が働きますので、十分に注意し

てください。セットが終了する

までクィックピッチハンドルは

動かさないでください。バネが
内蔵されており、危険です。
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7.5　

ハンドルおよび調速ワイヤーの

取付と調整が完全に終了するま

では、絶対にエンジンを始動し

ないでください。

調速ワイヤーをケーブルブラケットAss'y 
に通します。(図7.5.1, 7.5.2)
調速ワイヤーは、インナーワイヤーの取
り付けを水平にするため、(図7.5.2)のよ
うにケーブル止め金具の短い足側に通し
てください。
又、同時にインナーワイヤーをスピード
コントロールのワイヤーストッパーに通
してください。
(インナーワイヤー先端がクランク型に曲
がっている場合は先端を伸ばすか切断す
るかしてください。)

調速ワイヤーのアウターケーシングをケ
ーブル止金具によりブラケットに固定し
ます。固定位置は、アウターケーシング
が止金具より約5mm出る位置で取付ネジを
締めてください。(図7.5.1)

ハンドル手元の調整レバーをアイドル回
転の位置にします。(図7.5.3)

エンジンのスピードコントロールをアイ
ドル方向いっぱいに押えながら、インナ
ーワイヤーをワイヤーストッパーに固定
します。(図7.5.1, 7.5.4)

ハンドル手元の調速レバーを操作して各
部の動きを確認してください。特に、レ
バー操作によりスピードコントロールが
最高速度位置およぴアイドル位置になる
かどうか、また、インナーワイヤーに過
度の曲がりがでないかを確認し、必要な
ら再調整してください。

調速レバーをもどしても、アイドル回転
に戻らない場合は、図7.5.2 に示すケー
ブル止金具をゆるめた上、調速ワイヤー
をアイドル方向へわずかに押しながら再
度ケーブル止金具を固定してください。
調速ワイヤーがバネの働きをするため、
もどりがより確実になります。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)



7.6　

クイックピッチタイプのハンドルには、
図7.6.1に示すスライダーが付いておりコ
ントロールハンドルの操作力を調整でき
ます。
指示位置が各モデル、各ブレードに対す
る標準セット位置です。
標準セット位置にセット後、必要があれ
ば好みの位置に変更してください。

8.1　

各部の締付けネジがゆるんでいないか確
めてください。 
ゆるんでいる場合は増締めを行ってくだ
さい。 
V 一ベルトの損傷を点検してください。
傷みが激しい場合は,新品と交換してくだ
さい。 
エンジンを水平にしてエンジンオイルを
点検し,不足している時は補充してくださ
い。 
エンジンオイルは表のものをご使用くだ
さい。 
尚,エンジンにはオイルセンサーが付いて
いますので,オイル不足の場合,始動でき
ません。 

1. 
 
 
 
2. 
 
 
3. 

03-W01EAS

02/03-W01EAS

01-W01EAS

夏

春・秋

シーズン

冬

C°01~C°52

温　度

C°52 以上

C°0 以下

使用オイル(SC級以上)

作業をする際は、作業に合った
服装を着用のうえ、作業に適し
た安全防護具(ヘルメット・保
護メガネ・防振手袋・安全靴・
防塵マスク等)を着用して下さ
い。 
 
   

騒音の大きい作業では、耳栓・
イヤーマフラー等の防音保護具
を着用して下さい。 

ブレード交換・点検・整備は必
ずエンジンを止めてください。 

又、
可動部に不用意に触れると危険
です。 

使用前に、カバー類など、安全
のための部品やレバースイッチ
などコントロール関係部品等各
部の機能点検、燃料やエンジン
オイルなど機体各部の点検を行
い、ボルトやネジ類の緩みや異
常個所が無いか確認してくださ
い。 



① ギヤケース
② オイル点検窓
   ／給油口
③ ドレーンプラグ

燃料給油時、エンジン停止
燃料を給油する場合は、必ずエ
ンジンを停止させて行ってくだ
さい。
エンジンを運転したまま、燃料
を補給すると、燃料がこぼれた
りしてエンジンスパークやマフ
ラーなどから引火することがあ
り、非常に危険です。

燃料タンクヘ燃料（自動車用無鉛ガソリ
ン）を満たしてください。
燃料がこぼれたら、きれいにふき取って
から始動してください。
燃料が充分こされていないと、燃料中の
ゴミ等の異物によりキャブレータが目詰
りしますので必ずコシ網を通して入れて
ください。
室内、トンネル内など換気の悪い所では
使用しないでください。
エンジンの排気ガスには、有害な一酸化
炭素等が含まれており危険です。やむを
得ない場合には、排気ガスの室外放出等
十分な換気を心掛けてください。
運転する時は必ず安全靴等をはいてくだ
さい。
運転の前、安全スイッチの作動を確認し
てください。
ON からOFF ヘ。セーフティスイッチのレ
バーが軽く動けば大丈夫です。
安全スイッチの目的は、運転中にハンド
ルから手を離した時、遠心力でスイッチ
レバ-がOFF 側へ倒れて、本機を自動的に
停止させます。
ハンドルが2 回転以内で停止する様、設
計されております。
運搬方法
運搬時は必ずクレーンやフォークリフト
等で吊り上げてください。
吊上げ時および運搬時は、周囲の人や障
害物に注意してください。

4.

☆

☆

5.

6.

7.

8.

ギヤケースのオイルも点検してください。
ギヤケース横のドレーンプラグ(製番の横)
を外し,オイルが口元まで入っているか確
認してください。
(オイルの銘柄は定期点検の項を参照)

WARNING

ROTATING BLADE
HAZARD

Keep hands
and feet clear
of guard rings.
Stop engine
before servicing.

P/N 35168

回転部品（ブレード、
ベルトなど）に触れ
ると危険です。
又、可動部に不用意
に触れると危険です。

①セーフティスイッチ
② ON  位置
③ OFF 位置



J36H55-QP

　
安全スイッチをON にする。
この時、スイッチノブがスムーズに動く
ことを確認してく
ださい。(図9.1.1)
燃料コックのレバーを「開」にして燃料
を通します。(図9.1.2)
気化器のチョークレバーを閉じてくださ
い。調速レバーがアイドリング位置にあ
ることを確認してください。

パワートウェルは、正しい始動、運転を
行わないと危険です。充分に習熟するま
では、二人で始動し、一人はハンドルを
しっかりと保持する等、安全を心がけて
ください。
●始動時および運転中には、ガードリン
　グの上に足を乗せたり、内側へ足を入
　れたりしてはいけません。
●エンジンが始動しにくい場合は調速レ
　バーを少し開いてください。但し、調
　速レバーを開き過ぎてエンジンをかけ
　ると、本機が急に動き出し危険ですの
　で開き過ぎない様注意してください。
リコイルスタータのグリップを握り、少
し引くと軽く手ごたえがあります。そこ
から勢いよく引張ってください。ロープ
をあまり引張り過ぎますと、ロープを引
抜くおそれがありますから御注意くださ
い。 (図9.1.3)
この時、あいている左手でハンドルなど
を軽く持ち、安全を確保してください。
●チョークレバーを閉じたままで長い間
　リコイルスターターを引くと、吸い込
　みすぎになり始動が困難になります。
●エンジンがかからない場合、エンジン
　オイルを点検してください。オイルセ
　ンサーが付いていますので、オイルが
　不足していると始動できません。

エンジンが始動したなら爆発音を聞きな
がらチョークレバーを除々に戻し全開に
します。始動後は必ず3～5 分間低速で暖
機運転を行います。特に寒冷時には必ず
実行してください。この間にガス洩れ異
常音がないか注意してください。

エンジン側の
ON/OFFスイッチ
も「ON」の事

リコイルスターター

グリップ

　

　

ON

OFF



調速レバー 
(図10.1.1) 

ブレードが回転し始め、望ましいスピー
ドが得られるまで調速レバーを引いてく
ださい。 
●

シングルシリーズ(Jシリーズ)(図10.2.1)
操縦はハンドルに力を加えて行います。
(わずかな力で操作できます。)

クイックピッチ（コントロール）ハンド
ルを手前に引くと、ブレードピッチが増
し、ブレードが傾斜します。前方へ押す
とブレードピッチが減少します。
ＱＰ（クイックピッチ コントロール）
ハンドルの操作　（図10.3.1）
ＱＰハンドルとＴ－ハンドルを重ねて握
るとノッチピンがノッチ部からはずれて
ブレード角度が変えられます。
ＱＰハンドルを手前に引くと、ブレード
ピッチが増し、ブレードが傾斜します。
前方へ押すとブレードピッチが減少しま
す。
ＱＰレバーを押し引きして必要な角度に
合わせた後、Ｔ－ハンドルを戻します。
この時、ノッチピンがノッチの底まで入
っていることを確認してください。

　

WARNING

ROTATING BLADE
HAZARD

Keep hands
and feet clear
of guard rings.
Stop engine
before servicing.

P/N 35168

又、可動部に不用意 
に触れると危険です。 



WARNING

ROTATING BLADE
HAZARD

Keep hands
and feet clear
of guard rings.
Stop engine
before servicing.

P/N 35168

又、可動部に不用意 
に触れると危険です。 

調速レバーを離すとエンジン回転数が下
がりますが、ブレードの回転が完全に停
止するまで操作ハンドルからは手を離さ
ないでください。 
また、エンジンが止まらない時は、セー
フティ( 安全)スイッチを作動させエンジ
ンを停止し、ブレードの回転が完全に停
止した後ハンドルから手を離してくださ
い。 
ブレードが回転したままに操作ハンドル
から手が離れた場合は、操作ハンドルが
回転しますので、危険です。 
その場合は、セーフティ（安全）スイッ
チが、回転する遠心力で自動的に作動さ
せてエンジンを停止させます。 

パワートロウェルの運転が未経験の場合
は、初回運転時には必ず経験者指導のも
とに操作を行ってく 
ださい。 

①セーフティスイッチ 
② ON  位置 
③ OFF 位置 

作業を止めて、エンジンを停止する時に
は、調速レバーをアイドル位置に戻し、
エンジンを低速回転で3～5 分間ほど廻し
て、エンジン温度が下ってから、セーフ
ティ（安全）スイッチを OFF にするか、
もしくはエンジン側のON/OFF(停止)スイ
ッチをOFFにして、エンジンを止めてくだ
さい。 

燃料コックのレバーを閉じてください。 

ブレード及び回転部分は、付着したコン
クリート等が固まらないうちに、水洗い
し、乾燥させてからグリース、又は軽油
等を塗布してください。 
ブレードを水平にし、ゴミ、ホコリがか
からないよう、カバーをかけて直射日光
の当たらない湿気の少ない場所に格納し
てください。 

1. 
 
 
 
2. 

3. 
 
 
 

長期保存しておくときは、エンジンの燃
料タンク及びキャブレータから燃料を抜
き、エアークリーナーをはずしてシリン
ダ内に少量のオイルを入れ数回カラ回し
を行い、圧縮のあるところで止めて 
おきます。 



機体各部のネジの緩み、油漏れ、V－ベル
ト、レバー及びケーブルの作動を点検す
る。
スパイダープレートの各グリスニップル,
及びヨークアームとスラストカラーの摺
動面にグリスアップする。(作業後毎回、
図14.1.1)
ギヤケースの潤滑油の交換は、1 回目は
250 時間、その後は1000 時間毎に交換し
て下さい。又、運転後熱いうちですと油
が容易に抜けます。
減速機オイルは、自動車用ギヤオイル
SAE140(GL-5 クラス)を使用してくださ
い。

1. 
 
 
2. 
 
 
 
3. 
 
 
 
 
 
 
4. 

ブレードを交換する場合は、必ずエンジンを
停止した状態で作業をしてください。 

パワートロウェルが水平であることを確
認し、各ブレードを平らにする。 
ボルト2 本を外し、各アームからブレー
ドを外す。 
新しいブレードを取付ける前に、取付け
部のアームを清掃し、コンクリートの粒
子等をこすりとる。 

1. 
 
2. 
 
3. 
 
 

新しいブレードを取付けるが、各ブレー
ドのトローエリング・エッジがアームの
うしろ側になる様セットする。 
 
●シングル(M,J,B)シリー一ズのトロウェ
　ルは右回転(時計方向)します。 
 
スプリングワッシャを付けて2 本のボル
トで固定します。 
締付トルクは150～180kg/cm です。 

4. 
 
 
 
 
 
 
5. 

エンジンの点検,整備,給油 
エンジンを常に良好な状態で使うため,次の点検表に従って保守点検を必ず実行してください。 

  
    

  
       

    
       

       
       

,        
       

       
       

      
      

上記は標準状態での点検時間ですので、使用条件により短縮してください。 
燃料パイプ類は2 年で交換してください。 

8時間（毎日） 200時間（毎月） 500時間 50時間（毎週） 



a.機体がはずむ。 
b.コンクリートが波を打つ。 
c.コンクリートに渦を残す。 
上記の間題がある場合は、下記手順に依り、
点検、修理してください。 

ブレードの取付け板からトローエリング
・エッジまでの寸法Ｌを測り、下記より
少ない場合は交換する。 
コンビネーションブレードではＬが90mm 
より少ない場合、交換してください。 
フィニッシュブレードではＬが26mm より
少ない場合交換しますが、前後を逆にし
て使用できます。 
 

a.スパイダープレートのトローエルアー
　ムの曲がりを点検する。もしアームが
　少しでも曲がっていれば、交換する。 
b.スパイダープレートとトローエルアー
　ムの間に入っているブッシュの点検を
　する。 
　トローエルアームを上下させ、先端で
　のガタが3mm より多く動く場合はブッ
　シュを交換する。 
　全てのブッシュを同時に交換してくだ
　さい。 
 
 

a.スラストカラーを上下に傾けて、ガタ
　を測る。 
　ガタが2.4mmより多い場合はブッシュを
　交換する。 
b.スラストカラーを回転させ、スラスト
　ベアリングを点検する。 
　スムーズに回転しなかったり、異音が
　する場合は交換する。 
c.スラストキャップの摩耗を点検する。 
　摩耗が著しい場合は交換する。 

1. 
 
 
 
 
 
☆ 
 
 
 
2. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3. 
 
 



メインシャフトの点検(図15.1.4) 
パワートロウェルがローリング(横揺れ)
する場合は、ギヤケースのメインシャフ
トを点検する。 
メインシャフトは真っ直ぐに回転し、横
ブレしてはいけない。 
横ブレする場合はギヤケースを分解し、
修理する。 
 
クラッチおよびV－ベルトの点検(図
15.1.5) 
シングルシリーズのクラッチは自動調整
式(パテント)になっておりますので、ベ
ルトの張り調整は不要です。 
ベルトがスリップし始めたら、クラッチ
の動作に異常が無いことを確認した上で
ベルト交換を行ってください。 
クラッチの動作はエンジン停止時にクラ
ッチボール(外部側)が軸方向に手でスム
ーズに動くこと、およびベアリングがス
ムーズに回転することを確認してくださ
い。 
 
●当機のクラッチは自動調整式のためエ
　ンジン停止時にはベルトがゆるんでお
　ります。 
 
各ブレードのピッチ調整(図15.1.6) 
a. ワンセットのブレード(3 枚又は4 枚)
　 が同ピッチになる様調整します。 
b. 出来るだけ平らな面に機体を置いてく
　 ださい。 
c. ブレードを水平にします。 
d. トローウェルアームレバーの先に付い
　 ている調整ボルトのロックナットを緩
　 めます。 
e. 各ブレードの調整ボルトがスラストプ
　 レートに均一に当る様に調整します。 
　 この時、スラストプレートが水平にな
　 る様に注意してください。 
f. ロックナットをしっかりと締めます。 
g. 上記は簡単な調整方法ですが別売の調
　 整治具も用意してあります。 

4. 
 
 
 
 
 
 
 
 
5. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6. 
 
 



高圧コードまで 
電気が来ている   

点火栓がブリッヂしている。   
点火栓にカーボンがたまっている。   
点火栓の絶縁不良に依る短絡   
火花間隙不適   

停止ボタンスイッチの短絡   
イ グニッションコイルの不良   
オイルセンサー誤作動   

高圧コードに電 
気が来ない   

圧縮が良い場合   

圧縮の悪い場合   

不良燃料の使用   
水またはゴミの混入   
エアークリーナーのかぶり   
オイル不足 ( オイルセンサー付 )   

吸排気弁の膠着または突き上げ   
ピストンリング , シリンダの摩耗   
シリンダヘッド , 点火栓の締付不良   
ヘッドガスケット , 点火栓ガスケットの破損   

燃料タンク内に燃料がない   
燃料コックの開き不良   
燃料フィルターのつまり   
タンクキャップの空気穴塞がり   
パイプ中に空気がたまる   

圧縮も良く失火 
もない   

エアークリーナーの汚れ   
シリンダー内にカーボンのたまり   
気化器の油面の狂い   

圧縮不足 ( 圧縮の悪い場合を参照 )   

圧縮は良いが失 
火のある場合   

燃料に水の混入   
点火栓が汚れている   
イグニッションコイルの不良   

燃焼室内およぴ排気孔等にカーボン堆積   
スパークプラグ熱価不良   
冷却フインの破損   

ガバナー調整不良   
ガバナスプリング不良   
燃料の流通不良   
吸入管系統からの空気吸い込み   
パイロットジェットのつまり ( アイドリング不安定 )   

回転部のゴミ詰まり   
スパイラルスプリングのへたり   

燃料があり点火栓が 
発火しない 

燃料があり点火栓 
は発火する 

気化器に燃料が来ない 

力が弱い 

エンジンの過熱 

回 転 変 動 
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